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            ご 挨 拶  

 

 
            大阪府 シルバーアドバイザー連絡協議会 

理事長 村松 秀明 (大阪市ＳＡ 平成 29年)         

 

 会員各位におかれましては平素から大阪府シルバーアドバイザー連絡協議会（以下府ＳＡ連

協）の活動に、ご尽力頂きまして誠にありがとうございます。先般 5 月 11 日に 2023 年度の総

会を終え、新しい年の活動が始動致しました。それぞれの地区ＳＡの活動方針も出そろい動き

出されている事と思います。その中で府ＳＡ連協として特に以下の取り組みを進めていきたい

と思います。 

1，同じ目的を持った大阪区民カレッジ、大阪府民カレッジとの共創活動を進めて行きます。特

に府民カレッジの総会の席上、泉川理事長から府ＳＡ連協との共創について会員の皆様に方

針として発表されました。今年度は是非一層の結びつき強化をはかっていきたいと思います。

また高齢者大学校の子ども事業グループとも積極的にコラボ活動を進めていきます。 

2，行政との連携という意味で大阪府からは地域社協の生活支援コーディネーターとのタイアッ

プ提案を頂いております。本年度は、その提案に基づき動いていきたいと思います。 

3，福祉部を立ち上げ、その活動初年度です。是非皆様の積極的な関わりをお願い致します。 

4，万博共創チャレンジ「幸せの星プロジェクト」2年目となります。2025 年の万博に向けて一

層の盛り上げを図って行きましょう。以下はその関連情報です 

 

【幸せの星プロジェクト関連について】 

 

大阪観光局、溝畑局長と万博共創チャレンジ関連で大阪の活性化の

為にシニアができる事について面談しました。万博にむかって、

できる事を模索していきたいと思います。 

 

この写真は面談後にわざわざ衣装を着て頂き、撮らして頂いた

写真です。溝畑局長は YouTube なども積極的に発信されており

ます。是非大阪観光局を検索頂き内容を見て下さい。 

 

  

  シルバー通信 

第 53 号（2023 年度） 

発 行：大阪府シルバーアドバイザー連絡協議会 

連絡先（事務所）：〒536-0002 

大阪市城東区今福東１丁目 8-15-308  

TEL：080-3040-6336  

ホームページ URL http：//sa-renkyo.sakura.ne.jp 

qqqqqq////////asdd//sabssssuuuuurenkyorenkyo.s

akura.ne.jp/ 



               府ＳＡ 連協だより   第 53 号 令和 5 年 7 月 15 日発行 

 

- 2 - 

 

 

◆令和４年度活動報告◆ 
（２０２２年 4 月 1 日～２０２３年３月 31 日） 

 

◇1-運営全般◇ 

（1）月に 1 回の役員会・理事会・理事会前のセミナーの開催が一番重要な業務であり、その

内容を如何に有益なものするか工夫し開催した。 

（2）行政機関・関係団体との関係強化という点では不十分な結果であった。 

高大、ＯＮＣＣ、区民カレッジ、府民カレッジそれぞれの動きと地区 SAの連携が不十分 

であった。これは本部の働きかけの不足であり今後解決すべき課題という認識です。 

また大阪府をはじめとする行政機関、社協との関係も地区によりばらつきもあり今後の 

改善目標としたい。 

（3）新規会員増の取組について 

府ＳＡ連協全 18 地区ＳＡの現状から加入が 3 団体（SA ネット大阪、SA 四條畷、SA 似顔

絵友の会）退会が 2 団体（SA 箕面・豊能、SA とよの里唄の会）となった。今後新規に立

ち上げる会に対し応援し加入団体を増やしていきたい。また SA 地区会のそれぞれの会員

増に対する取り組みは、成功モデル事例を他の SAで実施できる体制をつくる。 

 （4）ブロック交流会の開催 

  おもちゃ部会、歌体操部会それぞれが 3 ブロックで交流会を開催した。日頃の成果の発表 

とブロック内の交流とその目的に沿って開催できた。 

 （5）イベント等への参画について 

   ＡＴＣ子どもエクスポへの参加やアーバンツーリズム大阪・船場が主導する船場祭りや 

北御堂イベントが定例化し、おもちゃ部会の活性化に繋がるイベントとなった。 

（6）渉外活動について 

    新鞍前理事長に作って頂いたイベントでのコラボ団体・協賛企業・団体との関係維持に  

  努めた。 

 （7）万博共創チャレンジについて 

   2025 年大阪・関西万博の機運醸成活動として「幸せの星」プロジェクトを開始し継続中。 

 

 

 

 

 

 

１－２会議の開催状況 

定例会 

役員会 毎月 1回 原則第 1木曜日 10：30～12：00開催（12回実施） 

理事会 毎月 1回 原則第 1木曜日 14：00～15：00開催（12回実施） 

セミナー 毎月 1回 理事会日 13：00～14：00開催   （12回実施） 

ブロック別会議 年 6回 偶数月の理事会の日 15：00開催   （6回実施） 

各部門会 年 6回 奇数月の理事会の日 15：00開催   （6回実施） 

ビジョン委員会 

（オンライン） 

毎月 1回 理事会の前日 20：00～21：00  （7回実施） 
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◆各部門・部会の活動報告◆ 

◇2-渉外部◇ 
                   手塚 之博（SA 吹田 平成 29年） 

2-渉外部                 
 コロナ禍も３年、2022 年度もコロナが社会に大きな影響を与えた 1 年だった。その中で渉外

部は将来のＳＡを担う人的交流を図ることを目的として「ＳＡビジョン委員会」を立ち上げ

Zoom での 8 回に亘る会合を行った。その成果として「福祉部」発足につながった。府 SA 連協

の活動の幅を拡げられるような取り組みに期待したい。 

また今年度から監査をお願いしている府民カレッジ泉川理事長のご配慮で府民カレッジ新人デ

ィレクター研修にＳＡへの理解教育を織り込むことが出来た。 

 行政との関係づくりでは特に成果となる活動は出来なかった。 

【活動報告】 

1． コ－ダイフェスタは２年ぶりに開催されたが曜日別開催となり SA は参画出来なかった。 

2． 高大グループへの会員募集説明会は中止されたが校友会パンフレットが更新された。 

3． ONCC SA 交流会は開催され池田、箕面・豊能、吹田の各 SAが参加した。 

4． 大阪マラソンへのボランティア参加 健康管理部会、吹田、茨木、藤井寺の各地区会

より各 1チームの計４チ－ムが参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

2-1健康管理部会           笠原俊生（大阪市 SA 平成 30年） 
 

◇ﾌﾚｲﾙ予防（健康寿命延伸）啓発の普及活動  

1.今年度はコロナ禍の３年目にあたり、活動自粛があり調整に苦慮した１年であった。 

その中で大阪府民・区民カレッジをはじめ ONCC・各種団体を通じて「ﾌﾚｲﾙ予防啓発講座」を延

べ１8 回（662 名）の開催ができました。併せて SA 連協の活動内容紹介をおこないました。ま

た、泉南郡熊取町で初めて「早寝早起き朝ごはん」の食育講演プレゼンを行いました。 

2.講師/ﾌﾚｲﾙ予防啓発サポーターの活動能力のレベルアップ 

現在は、６名の講師で啓発活動をしております。 

3.外部関係機関と連携し、SA 活動の紹介と予防講座の広報活動、各種団体等を通じて、SA 活動

紹介及び健康寿命の延伸について予防啓発の広報活動を行ないました。 

また、関連団体と連携を深め情報収集に努めました。 
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［年間の活動実績：2022年４月〜2023年３月］ 

 開催先 開催数 出前講座の開催団体 参加人数 

1 区民カレッジ 

（ﾌﾚｲﾙ講座） 

7 城東校 

（43） 

西校 

（38） 

みなと校 

（45） 

東成校

（33） 

北校 

（40）

（42） 

 

中央校 

（42） 

 

283 名 

2 府民カレッジ 

(ﾌﾚｲﾙ講座) 

2 大東学研

都市校

（26） 

豊能校 

（31） 

    

57 名 

3 ONCC 

（ﾌﾚｲﾙ講座） 

1 ぶらっと散策：吹田（36） 36 名 

4 府 SA 連協 

（ﾌﾚｲﾙ講座） 

1 理事会 

（23） 

 

 

    

23 名 

5 各種団体 6 豊中市民健康展（160）、豊中市南丘校区福祉委員会 3（44） 

西淀川区役所保健福祉センター（18）、大阪マラソン（11） 

233 名 

6 熊取町 

（食育講演） 

1 泉南郡熊取町プレ食育講演 

「早寝早起き朝ごはん」（30） 

 

30 名 

 合 計 １8 （ ）は当日会場の参加総人数 662 名 

 

  2－2 国際交流部会        村松 秀明(大阪市ＳＡ 平成 29年)  

現在活動を行なっている SA ネット大阪、SA 吹田の活動を他の地区 SA にも広げていく提案を

行ない、大阪府在住の留学生との交流活動を通しての多文化交流活動、海外で日本語を学ぶ

若者達とのオンライン交流活動等、日本語での交流活動を進めていく計画を立てたが、府 SA

連協としての活動まで広げることが出来なかった。 

 

   ◇3交流活動部◇ 

  3 交流活動部           下田 英二（SA 箕面豊能 平成 21年） 

 各部会とも充分なコロナ感染対策を行いメンバーの協力で多くの活動ができた、歌体操部

会・おもちゃ部会では各１回開催を中止した。 

また ブロック交流会では歌体操・おもちゃ交流会は各ブロック特色のある研修会となった。 

 歌体操部会では２０２３歌体操フェスタは歌体操部会と担当ブロック(中ブロック)のご努

力で無事終了しました。 

 おもちゃ部会ではＡＴC「親と子どものおもちや教室」・船場まつりに参加し、新しく「わ  

くわくキッズパーク＠北御堂」にも参加した。 

 各地区ＳＡでのボランティア活動は新型コロナウィルスの影響で自粛していたが、今年度 

施設訪問やイベント参加などの活動が始まった。 

次年度は歌体操やおもちゃに加え新しい活動を検討する時期に来ていると思われる。 
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3-1 歌体操部会    梶山良子（大阪市 SA平成 11 年） 

※部会員報告：17名⇒21名 （中ブロック：8名、南ブロック：7名、北ブロック:6名） 

・6月より 4 名部会員の入会があった（2022 年度） 

 

【活動報告]             

1 新型コロナウィルス感染防止対策として５月部会より収容人数の多い部屋に変更し実施した、 

また 第 7波の影響で 8月部会は中止とするも感染防止対策を充分に行い部会を実施した。 

4月部会より新しい体制でスタートし、情報の共有と充実した研修ができた。 

  ブロック研修交流会､２０２３フェスタなど計画していたイベントも担当ブロックや部会員 

の努力で、充実したイベントを実施することが出来た。 

 

2 歌体操部会（定例会）   

・第 4 月曜日 午前 10 時～12 時 大阪市生涯学習センターで連絡事項報告､情報交換と実技

研修で月１回実施した。 

令和４年月/日 4/25 5/23 6/27 7/25 8/22 9/26 10/24 11/28 12/26 
参加人数（名） 21 21 20 19 中止 19 21 21 21 

令和５年月/日 1/23 2/27 3/27       
参加人数（名） 20 21  21       

 

3 歌体操ブロック研修交流会  

・地域の親睦と活性化を図るため各地区ブロック交流会を実施した。 

ブロック名 令和 4年実施月/日 場  所 参加人数（名） 

北ブロック 11月 8日（火） 茨木市福祉文化会館 約 90名 

南ブロック 10月 17 日（月） 和泉人権文化センター 約 100名 

中ブロック 10月 19日（水） 大阪市東成区民センター 約 90名 

 

4 歌体操イベント      

イベント名 実施年月日 場  所 参加人数 

2023 S連協歌体操フェスタ 2023/3/6（月） 大阪市東成区民センター   約 330 名 
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＊おもちゃ部会運営内容     

開催／ 偶数月 第 2 火曜日 1：30～3：30 

     会場／ 大阪市中央区民センター 

役員／ 書記 中ブロック長 野口 紀子(大東の会) 

      会計 北ブロック長 山下 由起(ＳＡ箕面･豊能) 

      会計 南ブロック長 千種 長子(ＳＡ藤井寺) 

  講師／ ブロック（北・中・南）ごとに講師を担当 

  会費／ 1 回 200 円 

 

＊おもちゃ部会開催状況 

開催月日 場所 おもちゃ 講師 参加人数 

2022 年 4 月 12 日 中央区民センター ホーバークラフト 井上氏 １６名 
    6 月 14 日 ↑ 風車 島田氏 １８名 
    8 月 9 日 ↑ 中止   
   10 月 4 日 ↑ キツツキ 小柴氏 １７名 
   12 月 6 日 ↑ 折紙のうさぎ、アクロバットホース 藤井氏 １４名 
2023 年 2 月 14 日 ↑ 鬼パックン 小柴氏 １９名 

 

＊ブロック別おもちゃ交流研修会     

ブロック 開催日 開催場所 主催 参加人数 

北ブロック 2022年 11月 25 日 吹田市夢つながり未来館 ＳＡ吹田 １１名 

中ブロック 2022年 10月 28 日 住道アクロス 大東･交野連絡会 ２４名 

南ブロック 2023年 1月 21 日 千代田公民館 ＳＡ河内長野 ２６名 

  

  

 3-2 おもちゃ部会       島田 道子（SA 守口 平成 14 年） 

【活動報告] 

今年度は年６回（偶数月 第２火曜日 １：３０～）開催が、コロナウィルスの為 

８月開催が中止になった。ブロック別おもちゃ交流会は、各ブロック特色ある研修会に

なった。 

また おもちや部会として従来から参加していた、ＡＴC「親と子どものおもちや教室」・

船場まつりに参加し、新しく「わくわくキッズパーク＠北御堂」にも参加した。 
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◇広報部◇ 
          大川 正彦  (ＳＡ藤井寺平成 18年) 

４ 広報部         
【活動目的】 

１.府ＳＡ連協と地区ＳＡの架け橋となる広報活動を目指す。 

２.地域でのＳＡ活動の知名度（認知度）の向上を目指す。 

３.関係団体との関係強化のツールとなる広報を目指す。 

４.ホームページ、ブログなどネットでの広域活動、助成金情報などの共有化を  

  目指す。 

５.新ＳＡあり方委員会プロジェクト参加。 

 
【活動報告】 

 1、新 SA あり方委員会（2021,8 月より～2022,3 月）オンライン（ZOOM 会  

      議）で、渉外グループ、交流活動グループ、広報グループと連携活動行い、  

      2022,4,7 新 SA ありかた委員会最終報告会実施参加。 

  ＊未解決課題についてはグループ毎、アクションプラン継続取り組む。 

 2、 部会広報誌 下記。 

 3、 研究部会ブログ 下記。    

 4、ホームページ管理部会下記。 

 

4-1 広報誌部会            大川 正彦（SＡ藤井寺平成 18年) 

【活動報告】 

1、府 SA 連協「シルバー通信 52号」（前年度報告、当年度計画）を、R4 年 6 月  

 発行、7 月配布。 

2、高大機関誌 」れいんぼー「 に校友会員として寄稿する。 

 年 2 回・2022年 9 月・2023年 1 月。 

3、地区 SA の PR チラシ更新随時行った。 

4、対外行事＝高大関連,ＯＮＣＣ関連、校友会関連、会員募集コロナ禍で対外  

活動中止。 

5、新ＳＡあり方委員会広報グル－プ活動毎月 1～2 回 ZOOM 会議実施。下記アク 

  ションプラン設定。 

・実態調査から南ブロックの体制強化対策必要。新 SA 発足推進（富田林・岸和  

 田地区）。 

・府民カレッジ松原校に代わり藤井寺校を設立計画。2024 年度開校設定。藤井  

 寺市教育委員会、市役所人権窓口、藤井寺社協・藤井寺市後援、教育委員会  

 後援名義、年間通じての会場設定に動く。（期末大阪府民カレッジ企画変更） 

6、新会員確保の為の新パンフレット作成中。（7 月発行 8 月配布予定） 

 

 

 



               府ＳＡ 連協だより   第 53 号 令和 5 年 7 月 15 日発行 

 

- 8 - 

 

4-2 ブログ研究部会       大橋 清（大阪市 SA 平成 27年） 
【活動報告】 

1.ブログを使って、府ＳＡ連協および各地区ＳＡの日常活動をタイムリーに、  

 ビジュアルに見やすく提供する事を目指した。 

・スキル向上を目指したが、コロナ禍（3 密対策）の為、年間 5 回しか、開催出   

 来なかった。 

2.開催に必要な「人、物、金」条件整わず休会に至る 2023.4 月。理事会報告済 

 み「人＝受講生３人、物＝無料会場使えず、金＝講師料負担が大きい」 

3 地区 SA ブログ実施実態調査 6 年間での受講生教育が地区に反映されているか、  

 募集しても人材の集まらない地区の、対策課題。実態調査結果フイードバッ 

 ク済み。 

4-3ホームページ管理部会            村松 秀明・大川 正彦 
】活動報告 【  

 *府ＳＡ連協の情報の交差点、広報としてのホームページを目指す。 

１,「地区の概要ホームページ」2021 年度更新が、「新ＳＡあり方委員会」推進  

  事業の為遅れも 2021 年 2 月～3 月。11 地区（協力のもと、完了） 

2,「広報トピックス」R4 年度「コロナ禍」では有るが、活動が戻りアップ増加 

3,アップ事例 

・渉外部＝キッズパーク北御堂、第 11 回大阪マラソン。 

・交流活動部＝ブロック交流会（おもちゃ）北、中、南 

 ブロック交流会（歌体操）北、中、南・その他、寝屋川フェスティバル、 

 船場まつり、「ATC 親と子どもおもちゃづくり」,府 SA 連協歌体操フェスタ。 

・広報部（本部）＝歌体操スキルアップ研修（北ブロック・南ブロック） 

 コーダイ（ジョイフルゲーム）等の活動をアップする。 
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収入の部         

科目 2021 年度実績 2022 年度予算 2022 年度実績 備考 

前年度繰越 337,383 217,052 217,052   

会費 122,200 116,000 122,800 200 円ｘ614 人 

利息 2 2 2   

事業収益 6,269 100,000 0 イベント事業収益 

助成金 １ 0 0 0 大阪ガス福祉財団 

助成金 2 50,000 50,000 0 大阪労働者福祉財団 

助成金 3 0 30,000 0 大阪府高齢者大学校 

ATC おもちゃイベント 0 100,000 180,000 ATC イベント 

広報誌広告収入 30,000 30,000 30,000 エール 

雑収入 81,516 30,000 34,400 ブログ部会費・他 

収入合計 627,370 673,054 584,254   

          

支出の部         

活動費 36,000 36,000 33,000 理事・役員交通費 

会費 3,000 3,000 0 SAネット大阪 

事務費 87,442 50,000 56,350 会場費、コピー代他 

歌体操 101,200 80,000 21,371 歌体操フェスタ 

歌体操 40,000 40,000 40,000 研修費・交流会補助 

おもちゃ 30,000 30,000 30,000 研修費・交流会補助 

ブログ・ホームページ 36,081 54,000 37,391   

健康管理部 10,000 10,000 10,000 研修費・交流会補助 

シルバー通信 37,107 37,000 33,120   

PR資料他 0 10,000 2,000   

おもちゃイベント経費 0 100,000 93,098   

予備費 29,488 30,000 7,080 講演会謝礼・他 

支出合計 410,318 480,000 363,410   

繰越金 217,052 193,054 220,844   

合計 627,370 673,054 584,254   

 
村松秀明理事長殿    

以上の通り今年度の会計決算を報告します。  

                  令和 5年 3月 3１日 
  事務局長 中島英征 
  会 計   下川順夫  

 会計監査報告書  

上記、会計に関する帳簿、証拠書類、現金等につき厳正に監査致しました。 

 その結果、適正に的確に処理され正確であることを証し、ここに報告します。 
  令和 5 年 4月 1日  

  会計監査  泉川渥洋 

  

2022年度大阪府 SA連協会計決算報告 
 期間（2022年 4月 1日～2023年 3月 31）  
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◆2023年度活動計画◆ 

 

・2023 年度役員体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役  職 氏  名 所属 

理事長 村松 秀明 SAネット大阪 

副理事長兼渉外部長 松木 健一  大阪市 

副理事長兼交流活動部長 上山 乃婦子  堺 

副理事長兼広報部長 大川 正彦  藤井寺 

副理事長兼福祉部長兼書記 竹内 周次  大阪市 

事務局長兼国際交流部会長 手塚 之博  吹田 

特命担当部長 小川 忠夫  吹田 

健康管理部会長 笠原 俊生 大阪市 

会計 下川 順夫 高槻 

書記（役員会） 中島 英征 茨木 

幹事・歌体操部会長 藤川 安高  吹田 

幹事・おもちゃ部会長 桝本 邦子  池田 

会計監査 泉川 渥洋 府民カレッジ理事長 

2023 年度 役員 2023 年度 理事会メンバー懇親会 
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◆令和 5年度活動方針◆ 
（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3月３1 日） 

◆１-活動方針◆ 
 

理事長 村松 秀明 (大阪市ＳＡ 平成 29 年) 
（1）今年度の活動方針は「飽くなき追求」として 3つの事を求めていきたい。 

 ①最適活動の追求 

--地区 SA が元気になれば府 SA連協も元気になる。--- 

 ・地区での活動の活発化  

   少ない人数で活動している地区も楽しく立派な活動をされており、一概に多くの人数を

求めるものではないが、様々な活動を実施していくにあたり活動者の人数の最適化を求め

ていく。 

 ・他地区の成功事例のノウハウの共有化で最適活動人数を実現する。 

・地区毎事例発表の場つくりでモデル地区以外の活動ノウハウを共有化する。 

・活動内容の多角化をはかる。活動者を増やし、その中から取りまとめの人を作っていく。 

 

 ②社会貢献活動の意義追求 

 ・現状の我々の活動内容の棚卸をして社会から求められる事、我々が求める物との整合性を 

取っていく。 

 ・新たに「福祉部」を立ち上げ我々シニアができる福祉活動に取り組む。 

 ・活動内容の公開を積極的に行い、府民市民の共感が得られるようにする。 

 ・生涯学習校との結びつきを強め、お互いの目的を理解しあい共通する目標に向かって共に

活 

動する。また SA資格取得者に対し共に社会貢献活動へ取り組む事をはたらきかける。 

 ・大阪府に対して SA資格の活かし方の提言を行っていく。 

  

 ③組織持続化資金の獲得方法の追求 

 ・助成金情報の共有化をはかり資金獲得に努め活動に活かす。 

 ・地区との結びつきを強め社会貢献活動に対する寄付を積極的に募る。 

 ・イベント等の受託事業を積極的に取り込む。また地域の企業との結びつきを強化し協賛の

働きかけを実施する。 

・コラボで活動できる関係団体との交流を積極化し自団体の組織強化をはかる。 

 

    ・定例役員会・理事会の運営は従来通り以下の通り開催 

 

地区 SA 発表会及び講演会 毎月 1 回 原則第 1 木曜日 13：00～13：50 開催 

理事会 毎月 1 回 原則第 1 木曜日 14：00～15：00 開催 

役員会 毎月 1 回 理事会日 10：30～12：00 開催 

ブロック交流会 年 6 回 偶数月の理事会の日 15：00 開催 

各部門会 年 6 回 奇数月の理事会の日 15：00 開催 
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◆◆各部門・部会の活動計画◆◆ 

◆２-渉 外 部◆ 
                松木 健一  (大阪市ＳＡ 平成 30 年) 

２渉 外 部     

【活動目的】 
３年続いたコロナ禍もようやく終息の段階に入った。各 SA とも活動が活発化すると思われる 

が、それぞれのノウハウを共有化する手立てを考えていきたい。 

また活動の方針にある「活動の多角化」を見据え組織の在り方の検討も必要となる。 

 

【活動計画】 
 ・各 SAのノウハウの共有化のための事例発表の場づくり 

・生涯学習校との結びつきを強め、SA 資格取得者へ働きかけ会員増加につなげる。 

・改革等の各種プロジェクトについて Zoom 等を活用しスピ－ドを上げ成果に結びつくよう 

働きかける。 

 ・助成金情報の共有化、協賛金等の獲得のための「ファンド部」の設立。 

 

《参加行事及び活動》 

１，コーダイ・ONCC・区民・府民カレッジのＳＡ認定授与式 

２，コ－ダイフェスタ・ONCC ふれあい交流祭・府民カレッジ祭りなどへの参加 

３，高大各クラスへの SA認知活動 

４，大阪マラソンへのボランティア参加取りまとめる。 

 ５、行政との良好な関係を維持し SA活動の認知度を上げると同時に情報収集に努める。 

 

2-1 健康管理部会     笠原俊生（大阪市 SA 平成 30年） 
【活動目的】 

 2025 年問題として超高齢化社会の進行に伴い「健康寿命の延伸」をめざして、更なる予防意

識の啓発普及を図るために、ﾌﾚｲﾙ予防講座と子ども向け食育講演の出前講座の開催を積極的

におこないたいと考えております。併せて、元気なシニアの SA 会員募集活動に寄与していき

たいと思います。 

【活動計画】 

① ﾌﾚｲﾙ予防啓発で健康寿命の延伸を普及 

・NPO 法人大阪府民カレッジ・大阪区民カレッジ・認定 NPO 法人大阪府北部コミュニティカ

レッジ（ONCC）・地区ＳＡ・各種団体等へ出前講座を通じて予防啓発の普及に努めます 

② フレイルサポーター（講師）の活動能力のレベルアップ 

・講師の増員養成で活動の領域を拡げる。 

・フレイルサポーターの相互研鑽のため、他の団体の講演会を受講する。 

③ 外部団体の関係機関との連携と広報啓発活動 

・他の団体のイベントに出展参加して、健康寿命延伸に繋がる広報啓発に努める。 

・大阪府高齢介護室との連携に努め、健康啓発情報の収集を図る。 

 ・健康関連団体との連携を深め、健康に関する啓発情報を得る。 
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［活動予定期日］  

 開催先 開催期日（予定）      2023年３月現在 

1 ONCC 9/21 

ぶラット散策 

    1 

2 区民カレッジ 10/2、1/22 

北校 

  

R6：1/15 
西校・中央校 

住之江住吉校 

R6：2/19 

東成校 

  5 

 

3 府民カレッジ 10/3 

大東学研都市校 

 

豊能校 

 

 

  1 

4 第４8 回とよなか

市民健康展へ出展 

10/8  

（６回目） 

豊中市立文化芸術センター 

5 熊取町食育講演 ９月予定 「早寝早起き朝ごはん」 

※［活動予算の申請額］・10,000 円（啓発普及の教材・広報媒体物作成の一部） 

 

2-2 国際交流部会        手塚 之博（SA吹田 平成 29年） 
【活動目的】 

 国籍を超え、様々な文化の理解を通して多文化共生社会の実現を図る。 

今後日本に於いて益々グローバル化が進み、多くの外国人と共に生きていくという現実の中

で、異文化理解は必要不可欠。活動をする事で、共に助け合い、支え合って生きていく社会

をつくる一助にしたいと考える。 

【活動計画】 

 現在活動を行なっている SA ネット大阪、SA 吹田の活動を他の地区 SA にも広げていく提案

を行なう。具体的には大阪府在住の留学生との交流活動を通しての多文化交流活動、海外で

日本語を学ぶ若者達とのオンライン交流活動等、日本語での交流活動を進めていく。 

 

◆3-交流活動部◆         

          上山 乃婦子（堺 SA 平成 20 年） 

3-交流活動部       
【活動目的】 

交流活動部の組織力を強化し、歌体操、おもちゃの活動を通じて各地区ＳＡとの交流の活性

化を目指す。 

【活動計画】 

１．歌体操部会、おもちゃ部会は毎月定期的に部会と研修会を実施し、情報交換と技術の向上を 

図る。 

２．歌体操部会、おもちゃ部会は年一回各ブロック（北、中、南）交流会を実施する。 

３．SA全体のイベントとして「府 SA連協歌体操フェスタ 2023」を実施する。 

４．関連団体の行事等に参加する。 
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３－１．歌体操部会      藤川 安高（SA 吹田 19 年） 
【活動目的】 

  部会と研修実技を通じて、各地区 SA の情報の共有化と技術向上、普及、および親睦を図る。 

【活動計画】 

※部会員；26 名 （中ブロック：10名、南ブロック：７名、北ブロック:9名）（2023年度） 

１．部会の実施 

毎月 1 回 年間 12回 第 4月曜日 ＡＭ10：00～12：00  

会議と実技の研修を行う。 

会場：大阪生涯学習センター（大阪駅前第 2ビル 5Ｆ） 

２．各ブロック（北、中、南）交流会を実施 

   地域親睦と交流を図るため年 1回担当地区持ち回りで行う。 

３．府 SA連協[歌体操フェスタ 2023]の実施 

   大阪府下の歌体操の仲間が集まって楽しいイベントを 3月に行う。 

４．SA関連団体のイベントなどに部会として積極的に参加する。 

 

３－２おもちゃ部会          桝本 邦子（SA 池田 22年 ） 
【活動目的】 

各地区 SAの情報を共有し活性化を図る、また技術の向上を目指す。  

【活動計画】 

１．おもちゃ部会の実施-1 

  ・時期：隔月 1回 偶数月の第 2火曜日 PM 1:30～3：30  

  ・会場：大阪市中央区民センター    

  ・運営：ブロック（南、中、北）ごとに代表１名を選出し、役員を依頼する。 

  ・講師：ブロック（南、中、北）ごとに講師を依頼する。 

   ＊講師を新しい方にお願いすることによって、新講師の発掘と養成をする。 

２．おもちゃ部会の実施-2 

・会費 1回 200円 徴収 

・年 1回各ブロック（北・中・南）交流会の実施 

 ・部会員の活動の実践場所を広げ、イベントなどに積極的に参加する。 

 

◆４-福祉部◆ 
      竹内 周次（大阪市 SA 令和 4年） 

4－１福祉部会      

 
福祉部は、2021 年、府 SA 連協「新ＳＡあり方委員会」から 2021 年ビジョン委員会での検討、

役員会理事会を経て、社会貢献活動を追求する中でこのほど福祉部を立ち上げることになりま

した。現状交流活動部のやっていることが充分福祉的意味合いのある中で、敢えて福祉部を立

ち上げる事になったのは福祉活動のウイングを広げ、様々な福祉活動に対する社会の要請に対

して当団体としても応えていこうとするものです。 

【活動目的】 

大阪府における地域福祉にかかるボランティア活動を通じて、地域社会に貢献する。 
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【活動計画】 

１.会員に福祉に関するボランティア活動一覧（＝ニーズ）を示し、大阪府副首都構想が期待  

 するシニア像（経験の伝承、地域での社会貢献）も考慮し、府 SAに現在所属する我々自身  

 の知識、経験、興味、体調等から活動可能性を棚卸しする。 

２．上記棚卸を踏まえ、人的資源、資金面等考慮し、活動方法、時期等検討し、まずはできる  

 ところから（無理せず）ボランティア活動を始める。また、活動に合った体制も模索する。 

３．適宜ＰＤＣＡを回しながらよりよい福祉部活動を目指す。 

４．行政や諸団体の関係者と調整することがあれば、渉外部等と連携して調整する。 

 

◆5-広 報 部◆ 

       大川 正彦（ＳＡ藤井寺 平成 18年） 

5-広 報 部           
【活動目的】 

１.府ＳＡ連協と地区ＳＡの架け橋となる広報活動を目指す。 

２.地域でのＳＡ活動の知名度（認知度）の向上を目指す。 

３.関係団体との関係強化のツールとなる広報を目指す。 

４.ホームページ、ブログなどネットでの広域活動、助成金情報などの共有化を目指す。 

５.引き続き「新 SA あり方委員会」広報部取り組み課題を推進する。 

 

【活動計画】 

１.高大内３F、常設新パンフレットスタンドのメンテを当番制で維持し、受講生向けのＳＡ

連協パンフレットや地区ＳＡのチラシを広報配布する。 

２.新ありかた委員会の積み残し課題を整理推進する。 

３.広報誌部会下記 

４.ホームページ部会下記 

５.ブログ研究部会下記 

６.2021年府 SA連協「新 SA あり方委員会」プロジェクト課題検証  

 

5－1 広報誌部会          大川 正彦（ＳＡ藤井寺 平成 18年） 
【活動目的】 

１.情報誌・ＰＲチラシ等の文書情報での情報発信を行う。 

２.ＳＡファンづくり（情報誌・ＰＲチラシ等）で会員募集確保を行う。 

３.情報誌・パンフレット・ＰＲチラシ等で地区ＳＡの活性化、先進活動の共有化を行う。 

【活動計画】   

１.府 SA 連協・シルバー通信 53 号（前年度報告、当年度計画）を発行、全会員に配布する。 

       （年 1 回配布 7 月予定）。 

２.高大機関誌「れいんぼー」に校友会会員として寄稿する年 1 回(1 月）。 

３.府 SA 連協の PR パンフレットの R５年度版作成、地区 SA のチラシ（更新随時）等の 

ツールを使い高大関連行事・ＯＮＣＣ関連行事・校友会関連行事等で募集活動に利用。 
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４. 「新 SA あり方委員会」ロジェクトの積み残し課題を整理推進 

・有償ボランティア（厚労省個人歓迎）ポイント制度引き続き推進・藤井寺市に府民カレ

ッジ設立懸案事項継続 

 

5－2 ブログ研究部会      大橋 清（大阪市 SA 平成 1 年） 
【活動目的】 

１.各地区ＳＡがブログを使って、日常活動および情報をタイムリーに、ビジュアルに、  

  見やすく提供する（府ＳＡ連協情報含む）そのためのスキル向上を目指す。 

 

【活動計画】    

１.各地区のブログ要員の拡大、普及とスキル習得のための施策 3～4 人では「人、物、金」

の運営難しく、5 年間の人材育成の結果の実態調査をし、現在休会も、同好会組織での

「人、物、金」の、構想検討する。 

２.各地区の現状分析、「A 毎月更新地区 B 更新が止まっている地区 C ブログ担当者がい

ない地区」A ブロック,B ブロック,C ブロック地区分けの当初計画は一巡。人的確保が難し

い地区 SA が残り、見直しの時期が来ている。「同好会組織」（ＩＴ同期同窓会）の、検討

を行う。 

 

5－3 ホームページ管理部会   村松 秀明・大川 正彦 
【活動目的】   

１.府ＳＡ連協の情報の交差点としてのホームページを目指し、ホームページの、企画、維持  

管理に努める。 

 

【活動計画】    

１.SA 連協、各地区概要ホームページ更新、2022年度（11 地区）。2023年度もフオーマット  

 作成しより多く推進する。退会、入会地区の更新を行う。 

２.府 SA連協 HP「広報トピックス」コーナ、各部門・渉外・交流活動・広報の継続スキルア  

 ップ各部門に原稿依頼回収編集後アップする 

３.SA連協ホームページアクセスが年間通じ 20％と低調続いて居るので実態調査アンケートを 

 行うも、回答の無い地区 SA もあり現状実態が不透明。 

４.各地区ＳＡの依頼原稿（原稿変更時）に基づいて、地区ＳＡのホームページを更新する。 

６.地区ＳＡの活性化、先進活動に理事会での講演会のフイードバック、助成金情報、共有  

 化・活性化に寄与する。 

 例、ブロック交流行事（歌体操・おもちゃづくり）・本部行事（歌体操フェスタ・ATC 親子  

 おもちゃづくり）各部門に原稿を依頼し広報が纏めアップする。 

7.ホームページ更新のＩＤやパスワード等の管理は複数人で保管するものとし、管理者につい 

ては、理事長及び部門長と部門長に委託を受けた者とする。（引継要綱） 

8.2021 年「新ありかた委員会」ストーリ、プロセスを整理しホームページにアップする。  
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2023年度大阪府 SA連協会計予算 

期間（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日） 

    

 

科目 
2022年実績 2023年予算 備考 

収入の部       

前年度繰越 217,052 220,844   

会費 122,800 122,800 200円ｘ614人 

利息 2 2   

事業収益 0 10,000 イベント事業収益 

助成金 0 50,000 大阪労働者福祉財団 

ATCおもちゃイベント 180,000 180,000 ＡＴＣイベント 

広報誌広告収入 30,000 60,000   

雑収入 34,400 30,000   

収入合計 584,254 673,646   

支出の部       

活動費 33,000 33,000 理事・役員交通費 

事務費 56,350 50,000 会場費、コピー代他 

歌体操 21,371 80,000 歌体操フェスタ補助金 

歌体操 40,000 40,000 研修費＋交流会補助 

おもちゃ 30,000 30,000 研修費＋交流会補助 

ブログ・ホームページ 37,391 26,000   

健康管理部 10,000 10,000   

シルバー通信 33,120 35,000   

PR資料他 2,000 20,000 PRチラシ他 

おもちゃイベント経費 93,098 100,000 ATC・他 

予備費 7,080 20,000 講演会謝礼・他 

支出合計 363,410 444,000   

繰越金 220,844 229,646   

合計 584,254 673,646   
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     令和 5 年大阪府シルバーアドバイザー連絡協議会理事 
                2023 年 4 月１日～2024 年 3 月 31 日 

  地区名称  氏 名 役 職 入会年 

1 ＳＡネット大阪 

  

村松 秀明 理事長 29 年 

2 小林 英行 理事 R2 年 

3 大阪市 SA 連協 

  

  

笠原 俊生 事務局次長兼健康管理部会長 30 年 

4 竹内 周次 副理事長兼福祉部長 R4 年 

5 松木 健一 副理事長兼渉外部長 30 年 

6 ＳＡいけだ 

  

桝本 邦子 おもちゃ部会長 22 年 

7 栗谷美智子 理事 29 年 

8 
ＳＡ吹田 

  

小川 忠夫 特命担当部長 18 年 

9 手塚 之博 事務局長 29 年 

10 藤川 安高 歌体操部会長 19 年 

11 ＳＡ茨木 中島 英征  理事・地区会長 19 年 

12 ＳＡ高槻 下川 順夫 会計 17 年 

13 ＳＡ守口 島田 道子 理事・地区会長 14 年 

14 ＳＡひらかた 子川 智康 理事・地区会長 15 年 

15 ＳＡ四條畷 塩野 孝子 理事・地区会長 21 年 

16 ＳＡ交野連絡会 田中 曉子 理事・地区会長 12 年 

17 ＳＡ大東の会 野口 紀子 理事・地区会長 18 年 

18 ＳＡ東大阪 片山 憲一 理事・地区会長 31 年 

19 ＳＡ八尾・柏原 二葉 登代子 理事 15 年 

20 ＳＡはびきの 松田 嘉威 理事・地区会長 19 年 

21 ＳＡ藤井寺 大川 正彦 副理事長兼広報部長 18 年 

22 ＳＡ河内長野 元坂 道幸 理事・地区会長 10 年 

23 堺ＳＡ連絡協議会 上山 乃婦子 副理事長兼交流活動部長 20 年 

24 いずみＳＡ 百々トミ子 理事・地区会長 23 年 

25 SA 似顔絵友の会 笹本 尚裕 理事・友の会会長 R5 年 

合計 25 名    

 泉川 渥洋 監事  

  

編集後記 コロナ禍一段落「ウィズコロナ」（感染防止と経済活動）の時代に入った！ 

府ＳＡ連協地区ＳＡにも施設訪問解除の声が聞こえる。これを継起に対外チャレンジを！ 

ネット大阪、府民カレッジ、区民カレッジとの共生は増々課題となって来た。  

 地区会員の「高齢化による自然減」は続く。2025年には世界一の超高齢社会、社会保障を

支えるボランテイアが必要な時期、後継者育成は「大きな課題」又新人確保は「高齢化によ

る自然減」の中「大きな対策」となっている。府ＳＡ連協の新しい新しいパンフレト作成し

たが、府民カレッジ、区民カレッジから活用したいとの要望、カレッジの講習後の配布も定

着、又大阪府介護支援課地域支援グループからもボランティア支援、府下関連組織に配布し

たいと追加注文有り、嬉しい頼りが続いた。  ピンチをチャンスに・・・ 

シルバー通信 53号をお届けします。      広報部 M,O 

   

 

 

 



               府ＳＡ 連協だより   第 53 号 令和 5 年 7 月 15 日発行 

 

- 19 - 

 

 



               府ＳＡ 連協だより   第 53 号 令和 5 年 7 月 15 日発行 

 

- 20 - 

 

    


